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 埋込みグイの許容支持力提案式に対する一試算
 (TAエP工法の場合)
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 ユ・序・現在クイの施工法は大きく分けて、場所打ちコンクリートグィ工法・打込
 みグィ工法診よび埋込みグイ工法の3つに分類される。このうち前の2工法については
 、最近改訂された日本建築学会の文献リ沿よび日本道路協会の文献2)その他に沿いて支
 持力計算式が提案されている。しかし埋込みグイ工法に関してはその施工法の種類も多
 く各施工法によリクイ周面摩擦力先端支持力とも大きく差が生じる可能性があるとさ
 れ明確な支持力計算式は提示されていず、各施工法別に検討することとされている。
 このような状態のなかで文献駒に沿いては、プレボーリング形式のセメントミノレク注入
 舗)
 工法に関する計算式が発表されている。これらの文献に共通した点は、本来打込み
 7)
 グイ工法に対するmeyerhofの修正式である(ユ)式の係数を変更したものであって
 ))))
 2「⊥23
 ((((
 ここに
 くい直径(m))の間の平均N値、
 土平均N値、
 い周長(m)
 鎖全断面積πD2/4であり、
 4.oとした○
 ワ)
 献を参照されたい○これらの文献
 一リング式・中掘式・ジエツト式などの種類があり、また先端処理法は、打撃によるも
 の。コンクリートブロック沓打撃・先端コンクリート・グラウトミルク注入・これらの
 併用によるものなどがある○今回報告するのは、中掘式セメントミルク注入工法である
 TAエP工法により施工されたクイに関するものであって鉛直載荷試験を実施した50
 件の資料について統計的を考察を加えたものである○
 (3)式に示すごとくであるo
 Pa結{4・瓦Ap+NsLs/5+(quo「Nc)Lc/2ψ}7)七・n
 α一3)
 Pa==一{24NAp十(NsLs/5十NcLc)ψ}七〇n
 3
 Pa一言{2・α盲Ap+(NsLs/5+NcLc)ψ)4)・6)七・n
 Pa:長期許容支持力、N:くい先端より下方ヘユD～上方へ4D(Dはく
 Ns:クイ周の砂質土平均N値、Nc:クイ周粘性
 Ls:砂質土中のくい長(m)、Lc:粘性土中のくい長(m)、ψ:く
 、α:先端形状係数(開端グイで0。8、閉端グイで1.0)、Ap:先端閉
 Ns・Nに冷ける各N値の上限は50としNcに診いては
 (ユ)式に沿ける記号の説明冷よび算定法は他の式と多少異なり詳細は文
 3)～6)
 に示されている工法は、掘削法としてプレボ
 2.資料内訳.50件の資料は、地質調査が行なわれ柱状図とクイの高さ関係が明ら
 かなものに限られP.○グイ35件、鋼管グイユ5件である○これらの統計量を表一■～
 表一4に示した○クイ先端の土質は砂または砂レキで先端5日間の平均N値は30以上
 のものが大部分であったこと、全資料の54%にあたる27件が降伏荷重Py(七〉ま
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